
 
 
 
 

 

 
いわてデジタルマップで見る👇👇 

https://www.sonicweb-asp.jp/iwate/map?theme=th_71&pos=141.173425,39.6318472&scale=3750 
■ 視点場 

矢巾町高田と盛岡市都南の境、国道４号の見前橋 

■ 視対象 

彼岸の中日、南昌山のすそに落ちる夕日 

■ 選んだ理由 

古代の大和朝廷は太陽を天照大神として信仰し、彼岸の中日に東から西に運行する太陽の道を国造の基本とし

ていました。今より、１２００年前、当地に志和城、徳丹城を造るとき朝島山から南昌山の北のすそに落ちる

太陽の道を基本として国造りが行われています。南昌山の夕日は特に印象的。くぼみに落ちます。 

 

矢巾町高田と盛岡市都南の境、国道４号の見前

橋から見る彼岸の中日、南昌山のすそに落ちる

夕日の景観 
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